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保険料（税）について

●年齢別の保険料（税）の内訳

　こくほに加入すると、国民健康保険料（税）を納める必要
があります。
　国民健康保険料（税）は、医療分と後期高齢者支援金分
（支援金分）の合計ですが、40歳以上64歳以下の方は、
介護保険の保険料(介護分)も、国民健康保険料（税）と
一緒に納めます。

皆さんの医療費をは
じめ、出産育児一時
金、葬祭費などの給
付費にあてられます。 

後期高齢者医療
の医療費にあて
られます。 

介護給付費に
あてられます。

国民健康保険料（税）の内訳 
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を合わせた額を納めます。

（介護保険第2号被保険者） 

医 療 分 支援金分

65歳以上の方

と を合わせた額を納めます。
（介護保険第1号被保険者） 

介護保険の被保険者ではないため、介護分はありません。 

介護保険料は、国民健康保険料（税）とは別に納めます。 

リフィル処方せんについて
●リフィル処方せんとは
　長期にわたり変更なく飲み続けている薬について、医師の処方
により、医師及び薬剤師の適切な連携のもと、一定期間内に同
じ処方せんを繰り返し利用することができる仕組みです。
　患者にとっては医療機関を受診する回数が少なくなり、通院負
担を軽減できるメリットがあります。

●リフィル処方せんの仕組み
　医師が患者の健康状態を十分に考えたうえで、症状が安定
し、通院をしばらく控えても問題ないと判断した場合に対象とな
ります。
　投薬量に制限のある医薬品や湿布薬にはリフィル処方せんは
利用できません。
　医療機関で処方せんを毎回もらわず、同じ処方せんを薬局で
最大3回まで繰り返し使用できます。
　リフィル処方せんの使用１回当たりの投薬期間と総投薬期間に
ついて制度上の規定は原則ありません。医師が患者の病状等を
ふまえて個別に判断します。
　詳しいことはかかりつけ医にご相談ください。


